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　平成22年第２回定例会は６月２日から６月15
日までの14日間の会期で開かれました。
　この定例会には区長から、子宮頸がんワクチン
接種の費用助成や新川地区文化施設建設経費など
を計上した補正予算を含む10件の議案と報告７
件が提出されました。
　これらの議案はいずれも原案のとおり可決され
ました。
　また、議員からは、「ばらまき政策を排し財政の
健全化を求める意見書」、「未就職新卒者の支援策
実施を求める意見書」が提出され、それぞれ可決さ
れました。意見書は関係機関に送付しました。
　この定例会の会議録は、９月中旬にできあがり
ます。詳細は、区議会ホームページ、お近くの図書
館、コミュニティ図書館、または区議会事務局でご
覧ください。

平成22年第2回定例会平成22年第2回定例会

補正予算を含む議案10件を可決補正予算を含む議案10件を可決

議員から出された議案
－意見書は各関係機関に送りました－

●ばらまき政策を排し財政の健全化を求める意見書
　賛成　29（自由民主党、公明党）　
　反対　13（日本共産党、民主党、生活者ネット・無所属クラブ、
　　　　　　 一人の会、みんなの党江戸川）
　〔衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、厚生
 労働大臣、内閣官房長官、国家戦略担当大臣、内閣府特
 命担当大臣（行政刷新）　あて〕
　理念なきばらまき政策を中止するとともに財政を健全化するた
　め経済状況の好転と税金の無駄遣いの撲滅を前提に、消費税を
　含む税制の抜本改革を行うことなどを国に求める。

●未就職新卒者の支援策実施を求める意見書（全会一致）
　〔内閣総理大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、経済産業
 大臣　あて〕
　若者の厳しい雇用情勢に対応するため、大企業を中心とした「新
　卒優先採用」という雇用慣行を見直し、卒業後3年間は「新卒」扱
　いにするなど、企業、大学の間で新しいルールを策定することな
　どを国に求める。

⬆小岩あさがお市
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区議会ホームページ
URL http://www.gikai.city.edogawa.tokyo.jp/

●主な内容　本会議の録画映像（本会議の当日は、ライブ中継も行ってい
 ます）、議員名簿、本会議及び委員会の会議録、議案や請願・陳情
 の審査状況、会議予定、区議会だよりバックナンバー、議会用語
 の解説ほか
　区議会ホームページは、ユニバーサルデザインのコンセプトに基づき
作成しています。音声読みあげソフトへの対応や背景色、文字色、文字の
大きさに配慮した構成になっています。ご活用ください。

6月 2日 ........................議案上程、委員会付託

 7日 ........................代表質問・一般質問

 8日 ........................一般質問

 9日 ........................議案審査

 10日 ........................請願･陳情等の審査

 15日 ........................委員会報告及び表決

◎第２回定例会日程◎

「ばらまき政策を排し財政の健全化を求
める意見書」を含む意見書２件を関係機
関に提出
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皆さんから出された請願・陳情

○今回の定例会で新たに委員会に付託されたもの 付 託 委 員 会 名

102号「アルファグランデ五番街」10階建分譲
マンション建設に関する陳情

建 設 委 員 会

103号 国に対し、後期高齢者医療制度をすみや
かに廃止し、医療保険制度一元化反対の
意見書を求める陳情

福祉健康委員会

104号 永住外国人への地方参政権付与の法制化
に反対する意見書の提出に関する陳情

総 務 委 員 会

105号 人権侵害救済法の成立に反対する意見
書の提出に関する陳情

総 務 委 員 会

106号 選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する
意見書の提出に関する陳情

生活振興環境委員会

107号 子ども手当の廃止を求める意見書の提出
に関する陳情

福祉健康委員会

108号 東京都市計画事業北小岩一丁目東部土
地区画整理事業事業計画案の撤回を求
める陳情

建 設 委 員 会

109号 スーパー堤防事業において地図まで示
し強引に移転を迫る区職員に対し、区に
対応を求める陳情

建 設 委 員 会

110号 小児肺炎球菌ワクチン接種への公費助
成を求める陳情

福祉健康委員会

111号 船堀橋の改善について、東京都への意見
書提出を求める陳情

建 設 委 員 会

○今回の定例会で取り下げられたもの

90号 細菌性髄膜炎（ヒブワクチン）接種への公費助成を求める陳情

91号 新型インフルエンザワクチン接種への公費助成を求める陳情

区長から出された議案
●予算
　•平成22年度江戸川区一般会計補正予算（第１号） ※1

子宮頸がんワクチン接種の費用助成や新川地区文化施設建設経費など、13億1855万
7千円を追加し、総額2142億3162万3千円とする。

●条例（廃止）
　•東京都市計画事業平井七丁目北部土地区画整理事業施行規程を
　　廃止する条例

土地区画整理法の規定により区が施行する東京都江戸川区平井七丁目北部地区に
おける土地区画整理事業に関し、平成22年3月に清算事務を終え、当該事業が完了
したことによる条例の廃止。

●条例（一部改正）
　•職員の育児休業等に関する条例

地方公務員の育児休業等に関する法律の改正等に伴い、職員について、その配偶者
が育児休業をしている場合においても育児休業をすることができるようにする等
の規定の整備。

　•職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例
　•幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び雇
用保険法の一部を改正する法律の施行を踏まえ、育児や介護を行う職員及び幼稚
園教育職員に対する時間外勤務の制限等の規定の整備。

　•江戸川区職員の退職手当に関する条例
雇用保険法の改正に伴い、条例で引用する雇用保険法第56条の2が第56条の3と
なったことに伴う規定の整備。

　•江戸川区立図書館条例
江戸川区立東部図書館を設置し、江戸川区立東部コミュニティ図書館を廃止。

●契約
　•江戸川区立小岩図書館新築工事請負契約 ※2

制限付き一般競争入札工事請負契約により、契約金額5億8800万円で株式会社
伊勢崎組と契約。

　•新川広場橋（三角橋）架設工事（その1）請負契約　 ※1
制限付き一般競争入札工事請負契約により、契約金額2億6498万8500円で大藤
興業株式会社と契約。

　•物品の買入れ ※1
随意契約により、江戸川区内共通商品券（長寿祝品贈呈用）を契約金額1億4100万円
で江戸川区商店街振興組合連合会と契約。

●報告
　•専決処分した事件の報告

江戸川区の私債権の管理に関する条例の規定に基づき、返済期限が到来している
江戸川区生活一時資金貸付金の返済を求める訴えについて、162件の専決処分を
行った。

　•専決処分した事件の報告
江戸川区の私債権の管理に関する条例の規定に基づき、江戸川区生活一時資金貸
付金の返済を求める訴えに係る和解について、54件の専決処分を行った。

　•放棄した私積債権の報告
債権件数219件、総額8725万3895円の債権を放棄した。

　•平成21年度江戸川区一般会計の継続費の繰越使用
新川橋架替ほか3件。

　•平成21年度江戸川区一般会計の繰越明許費の繰越使用
くらしの便利帳印刷ほか12件。

　•平成21年度江戸川区一般会計の事故繰越の繰越使用
前野排水場桶管閉塞処理工事。

　•議決を得た契約の契約変更
　　　ホテルシーサイド江戸川客室改修工事

　客室扉の鍵をカードロックシステムとしたこと等に伴う増額変更。

　　　スポーツセンター耐震補強その他工事
　鉄筋コンクリート柱の補強箇所を変更したこと等に伴う減額変更及び既存の
　設備配管を補強箇所から迂回させたことに伴う増額変更。

　　　仮称江戸川区平井七丁目地区区民施設新築工事
　施設誘導表示板を追加したこと等に伴う増額変更及び鋼材類の著しい価格変
　動が生じたこと等に伴う減額変更。

　　　仮称江戸川区アーチェリー場新築工事
　土壌処理を行ったこと等による増額変更。

　　　上一色中橋架替工事（その2）
　土留めのため打設する鋼矢板を連結するつなぎ材の数量を変更したことに伴う
　減額変更。

　　　新川橋架替工事（その3）
　買取りをした仮桟橋の桁材を転用したこと等に伴う減額変更。

※ 印は賛否の分かれた議案
　※１　賛成40（自由民主党、公明党、日本共産党、民主党、ﾈｯﾄ・無所属）
　　　　反対  2（一人の会、みんなの党江戸川）
　※２　賛成41（自由民主党、公明党、日本共産党、民主党、ﾈｯﾄ・無所属、一人の会）
　　　　反対  1（みんなの党江戸川）
※印以外の議案は全会一致で可決 　　

会派の略称　ﾈｯﾄ・無所属＝生活者ﾈｯﾄ・無所属クラブ

平成 22年第 3回定例会開催予定
　9月 27日（月） ......... 本会議（議案上程、委員会付託）

29日（水） ......... 本会議（一般質問）

30日（木） ......... 本会議（一般質問）

10月 1・4・5・7日　　　　決算特別委員会
 8・13・14・18日

19日（火） ......... 常任委員会（議案審査）

21日（木） ......... 各常任委員会（請願･陳情等の審査）

28日（木） ......... 本会議（委員会報告及び表決）

※ 本会議は午後1時、各委員会は午前10時開会予定です。

※ 傍聴の手続きは、本会議は開会日当日の正午以降、委員会は開会

日当日の8時30分以降に区議会事務局で先着順に受付をしてい

ます。なお、定員がありますので詳しくは区議会事務局までお問

い合わせください。

　℡５６６２－５５５６

]

議員の寄附行為の禁止を徹底します
　公職選挙法では、金額の多い少ないにかかわらず、議員の選挙

区内での寄附を禁止しています。例えば、祭りや盆踊りなどの地

域行事や、学校行事に際しての寄附、出産・新築などの祝金、病気

見舞品も禁止されています。また、区

民が議員に対して、寄附を求めること

もできません。

　区民の皆様のご理解とご協力をよろ

しくお願いいたします。

中
元
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代表質問代表質問
多様化する行政需要に
新政権はどう応える？
自由民主党

川口　としお

問　鳩山政権が示した政治の有りよう、国民
の政治に対する信頼など、地方自治体との信

頼関係を含め、区長の所見は。

答　鳩山政権下では、評価できるもの評価で
きないものがあった。地方自治体の行政のあ

り方、住民サービスの問題については当惑す

ることも多く、そのつど、政府関係者に対し、

問題提起をしてきた。今後も主張すべきこと

は十分主張していかなければならないが、明

るい展望が見いだせることを期待している。

問　国家主権の根幹に関する問題である「永
住外国人に地方参政権を付与する問題」につ

いて反対もしくは慎重な立場を。

答　非常に重要な国家的な問題であり、関心
のあるところである。慎重に取り扱ってほし

いという立場で政府に意思表示している。

問　家族の絆の問題等の難題を抱える選択的
夫婦別姓制度についての区長の考えは。

答　我が国の歴史文化を前提に国民のコンセ
ンサスを得るよう努力していく問題である。

問　10年を経て地域社会にしっかり根づき、
有効に機能している介護保険制度を持続可能

な制度として維持し育てていくためには、受

益者負担を含め、社会全体で負担を分かち合

う考えを持つ必要があるが、区長の考えは。

答　介護保険制度をより良くするためには負
担の問題が根底にあり、支える側と支えられ

る側がどのように負担を分け合うか、合意を

得られる道を探究していかなければならない。

問　昨年 12月にスタートした自転車安全走
行指導員による自転車利用者へのルール、マ

ナー向上及び雇用創出事業の成果と今後の取

り組みは。

答　178 名を指導員として採用し、自転車
の乗り方指導を中心に半年間で 56万件の指

導を行った。自転車関連の事故は 16％減少

している。十分心して仕事していただくよう

に仕向けていきたい。3年続ける予定である。

問　いつでも、どこでも、だれにでも、その
利便さを享受できるユビキタス社会に向けて

の考えは。

答　電子自治体を目指して合理的かつ近代的
なシステムをつくるということで努力してお

り、これが基盤になってユビキタスにつなが

っていく。今はこの基盤をしっかり固める時

期であり、社会全体の動きに遅れないように

していきたい。

問　交通事故などにより頭部に衝撃を受けて、
脳の神経線維が損傷を受けて発症する病気で

ある軽度外傷性脳損傷についての取り組みは。

答　最近出てきた課題であり、厚生省を始め
医療機関においてもまだ定かでない面がある。

現在、厚生労働省で研究しているところであ

り、注目していきたい。

問　悉皆方式から抽出方式に転換が行われた
全国一斉学力調査について、公教育の機会均

等、公平性の確保の点から、全校の参加を。

答　江戸川区の場合は、学校ごとに調査結果
を分析し、指導上の課題を把握するとともに、

授業改善に役立ててきた。抽出では不十分で

あり、全校参加が望ましいと考えている。国

が悉皆調査にしなければ、区として来年度は

全校参加の調査ができるよう検討していく。

問　来年度から本格実施を目指す学校応援団
について、どのような成果を期待するのか。

教育長の考えは。

答　現在ある学校支援組織を十分活用するこ
とを前提としてより良く機能するよう再構築

をし、学校における教育活動の様々な分野で

応援をしてもらうものである。地域の総合力

で子どもを育てる体制が構築されることを期

待しており、23年度には区内全校に設置し

ていきたい。

子どもの健康、読書の推進
小松川・平井の街づくり
公　明　党

北川　ひろし

問　本区では、今年度よりヒブワクチンの接
種に対する公費助成が始まっているが、乳幼

児の細菌性髄膜炎の発症を抑えるためには、

ヒブワクチンと肺炎球菌ワクチンの両方の接

種が必要であり、小児用肺炎球菌ワクチン接

種への公費助成制度の創設を。

答　健康施策というものは特定の地域に特別
な状況で出てくるものではなく、全国万遍な

く対応すべき施策である。国家が責任を持っ

て対応することを働きかけるべきであり、こ

のことも含め考えさせていただく。

問　スーパー連携大学院構想について
①現在までのスーパー連携大学院構想の進捗

状況と開設までのスケジュールは。

②区内産業振興の連携について区長の所見を。

答　①平成 23年の 4月開校に向けて、学生
募集をしようということになっている。区は

用地を提供し、新しい構想の大学の拠点が区

内にできるよう努力していきたい。

②江戸川区が拠点を持つことは、地理的に当

然有利に働くことになるので、地域産業界の

振興につなげることができると考える。

問　読書科の推進について
①読書科創設、読書大好き日本一へとの熱い

思いで高く掲げた旗への決意は。

②読書改革プロジェクトの構成メンバーと今

後のスケジュールは。

③学校図書ボランティアの現状と取り組みは。

答　①読書によって生きる力を育ててほしい
という願いを込めて実施するものであり、学

校をあげ、さらに、区民全体の機運も盛り上

げて取り組んでいきたい。

②大学の教授、学校長、幼稚園の代表、司書

教諭、読み聞かせのボランティアの代表、保

護者の代表、区立の図書館長、教育委員会の

メンバーで、平成 21年 11 月にプロジェク

ト会議を立ち上げた。22年度は読書活動の

実施状況を踏まえた読書科の内容検討、23

年度は実施のための態勢整備を行っていく。

そのためにプロジェクトを拡大して具体的な

検討を進めていく。

③ほとんどの小学校で取り組んでおり中学校

でも取り組みが始まった。図書の貸出返却な

どの学校図書館の運営支援等に取り組んでい

ただいている。今後も、関係機関の意見を聞

きながら学校図書ボランティアがさらに拡大

するよう取り組んでいきたい。

問　脳脊髄液減少症対策について、早期発見、
早期治療のために、研修会、児童生徒の健康

実態調査の実施を。

答　学校において原因となるような事故が発
生したあと専門の医療機関で受診できるよう

適切な対応をとれることが大切であり、養護

教諭や保健主任の研修でも情報提供を行って

いる。健康実態調査というよりはこの症状が

あるケースについて個別に対応していく。

問　小松川・平井地区の未来に向けての街づ
くりを。水害等の災害の歴史を踏まえた防災

対策など今後の方向性は。

答　新しい街づくりのために全力をあげて取
り組んでいきたい。地域の方々とよく相談し

ていかなければならない大きな課題であると

認識している。

問　京葉道路拡幅整備事業及び 120 号線と
中平井橋を結ぶ道路拡幅の完成見通しは。

答　京葉道路は、今年度末に車道に関しては
一応完成するが、電線共同溝の工事がある北

側歩道も含んだ全部の完成は 24年度になる。

中平井橋に通じる道路は用地買収の目途が立

ったので、今年度から道路整備を始めていく。

問　小松川・平井地区の地域特性に合った施
設整備を。

答　公共用地もあるので、地域全体の街づく
りと合わせて、地域の皆さんと最善の道を求

めて相談し、新しい小松川・平井地区の街づ

自転車の安全指導

ワクチン接種

区政への質問区政への質問
　6月7日に代表質問及び一般質問、8日に一般質問が行われ、全国一斉学力調査の全校実施

や読書科の推進などの教育問題のほか、都市基盤整備、危機管理等、区政全般の課題について

活発な論議が展開されました。ここでは、質問と答弁の要旨を掲載しています。
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くりを進めていきたい。

国保料値下げを。ズサンな
スーパー堤防計画の撤回を
日本共産党

須田　哲二

問　後期高齢者医療について、国民の怒りが
集中したのは高齢者を別枠に囲い込んだこと

によるものである。高齢者差別の後期高齢者

医療制度を廃止し、老人医療制度に戻すとと

もに、65歳以上を別枠の国保に加入させる

という差別医療の拡大に反対すべきと考える

が、区長の考えは。

答　高齢者医療制度改革会議という検討会が
開かれている。幾つかの試案がだされている

が、システムとか年齢ではなく負担の論議を

してほしいというのが最大の願いである。老

人医療制度に戻すのは本質的解決とは思わな

い。保険者が潰れれば、医療サービスを受け

られないという問題をはらんでおり、このこ

とをしっかり議論してほしい。

問　国民健康保険料の賦課方式について、来
年度、住民税方式から所得を基本とした旧た

だし書き方式への見直しが行われる。このこ

とにより、均等割りのみの被保険者が所得割

保険料まで課せられることになる。このよう

な低所得者層に対し、一般財源などによる負

担軽減を図るべきと考えるが、区長の考えは。

答　住民税方式では税の軽減措置がある関係
で、低所得者に対する軽減措置が講じられる。

しかし、ただし書き方式では低所得者に対す

る減額措置がなくなってしまう。23区で議

論し、低所得者に対するこれまでの軽減につ

いては、経過的な措置として維持した。保険

料が激変しないようにしていきたい。

問　北小岩 1丁目東部地区の区画整理は、
昨年 11月に区画整理区域の都市計画決定が

され、5月 10 日から 24 日まで事業計画案

の公告・縦覧が行われたが次の問題がある。

第 1に、これまでの説明とは違い区単独費

が 9割を占め、盛土まで区の負担となって

いる。また、江戸川区と国・国土交通省との

資金分担割合がまったく不明確である。第 2

に、住宅側の堤防傾斜面である河川区域が一

切区画整理計画の範囲に含まれていない。第

3に、計画区域内の道路の線引きについて、

昨年 11月の都市計画決定の時点までの線引

き案と大きく異なる形で提案されている。こ

のような欠陥がある事業計画案は国との共同

事業としての協定が結ばれておらず、国にお

いてスーパー堤防計画の見直しの可能性があ

るからと考える。国との共同事業としての基

本協定が締結されるまで中止すべきであり、

事業計画案を撤回すべきと考えるが、区長の

見解は。

答　スーパー堤防も含め北小岩 1丁目東部
地区の事業については、国土交通省とともに

進めた事業であり区が勝手に進めてきたわけ

ではない。一つひとつ国土交通省と相談しな

がら早期完成を目指してきた。これからも、

国土交通省の理解を得ながら既定方針どおり

進めていく。スーパー堤防事業の撤回は考え

ていない。区画整理事業計画案について欠陥

はない。事業計画案に先だって国との協定が

できていないことについては、スーパー堤防

は時間がかかる事業であるため、街づくりの

事業認可後に国と協定を結び、費用分担を決

めるという一般ルールに則ったものである。

経費については、協定がない段階なので一応

区の経費負担とし、これから国土交通省と交

渉する。都市計画段階の道路計画図と区画整

理事業計画案との違いは、都市計画の決定は

エリア決定であり、その時の道路計画図は参

考図である。事業計画段階では、それを修正

して実現の可能性を高めた案として策定する

ものなので、この変更は地域との話し合いで

の柔軟な対応の結果である。

一般質問一般質問
介護者の心を支える
相談態勢の整備と周知を
自由民主党

早川　和江

問　生活保護・貧困対策について
①平成 22 年度の生活保護予算は 300 億円

を超え、最近の 5年間で 1.4 倍、86億円増

加している。生活保護世帯の現状をどのよう

にとらえているか。

②生活保護世帯の方々が、自立して生活して

いくための支援策とその実績は。

答　①生活保護世帯、金額が急激に増えてお
り大変憂慮している。昨今の増加要因は経済

不況によるものであり、失業者を始めとする

若年世代が増えている。

②被保護者の自立阻害要因を類型化した７つ

の支援プログラムを実施している。経済的自

立の主体となるのは就労支援プログラムであ

り、平成 21 年度は 448 人を対象とし 179

人の就労を促進した。厳しい状況下だが就労

支援をさらに促進していく。全体の態勢強化

として、新たに生活保護第三課の新設、職員

増の中できめ細かな対策をとっていきたい。

問　介護をしている方が夜間や休日、誰にも
相談できないで心細い思いをする場合がある。

専門的なアドバイスを得られる相談態勢の整

備と周知は介護者の心の支えになる重要な課

題と考えるが、区長の所見は。

答　夜間の相談態勢として、地域包括支援セ

ンター電話相談や緊急通報システム、江戸川

区医師会の夜間休日急病診療、夜間の定期的

な訪問介護、緊急時通報によりヘルパーが急

行する訪問介護、夜間緊急時対応の訪問看護

ステーションなどがある。これらの周知を図

り活用を促進しながら、自宅で安心して介護

できる環境をこれからもつくっていきたい。

問　児童虐待防止策について
①東京都の児童福祉審議会の最終報告で指摘

された主要な課題とその活かし方は。

②二度とあってはならない児童虐待の根絶に

向けての区長の決意を。

答　①虐待の通報があった時の初期対応の不
足、具体的な個々のケースのマネージメント

が不十分、子ども家庭支援センターを中心と

しての基本的な体制が不十分であったことが

大きく指摘されている。都からの報告に先行

する形で区は報告書をまとめ、虐待の担当者

を 8名から 15名に増員するとともに、一つ

ひとつの取り組みを強化しているが、このこ

とは結果として都からの指摘、提言に沿うも

のである。

②二度と起こることがないようできる限りの

対応をとっているところであり、これからも

順次拡大していく。

危機管理の促進を。
ケア付き高齢者住宅を！
公　明　党

中道　たかし

問　危機管理の取り組みについて
①国民保護法に基づき作成された江戸川区国

民保護計画では、対象としてミサイル攻撃な

ど 4類型の武力攻撃事態、サリン等化学剤

の大量散布など4類型の緊急対処事態が定め

られているが、国民保護法に基づく避難の初

動体制についてどのように検討しているのか。

②東京湾は袋型の形状により外洋からの影

響を受けにくいと言われていること、また、

2004 年の中央防災会議首都直下地震対策専

門委員会の想定では、被害発生の可能性は低

いと考えられるが、津波被害の予想と避難の

あり方についての区長の所見は。

答　①ある日突然、起こりうる事態を想定し
て対応することは極めて困難であり、初動体

制をきちっと決めておくことはできない領域

であると思うが、何時いかなる時も現有組織

を動員して最も適切な行動を取るべく努力し

ていきたい。なお、一之江等の地下駐輪場開

設時には、サリン事件を想定して警視庁のテ

ロ特別対策部隊等と避難訓練を実施している。

②これまでも海水が高潮によって陸地に入り

込むことは、長年にわたってしばしばあり大

変な被害を受けてきた。今後もスーパー堤防

も含め、水に対しての街づくりを進めていくスーパー堤防
介護

危機管理

堤
防

PARAMEDIC
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というのが江戸川区の課題だと思っている。

問　結核病対策について、これまでの感染者
への取り組み状況と今後の新たな対策は。

答　結核については、相当減少してきている。
これからも、罹患率を減少させるために、特

に学校教育での取り組みや高齢者に対して十

分な注意喚起を行いながら、医師会、関係者

と力を合わせ撲滅のために努力していきたい。

問　公共施設やその他不特定多数が利用する
施設等に授乳等の施設を整備する東京都の

「赤ちゃん・ふらっと事業」を活用して、乳

幼児を持つ親子が利用しやすい環境の整備を

推進し、さらに子育てしやすい江戸川区を。

答　東京都が助成を始める前から行っている。
現在、125 の施設にベッドが設置されてお

り、92の施設に授乳施設が設置されている。

これからも新しい施設への設置や既存の授乳

施設等の利便性を高めていくための努力をし

ていきたい。

問　松島 4丁目にある東京都下水道局の公
務員宿舎跡地及び隣接する都財務局所有の都

有地を活用し、災害避難施設を兼ねるコミュ

ニティ会館の建設を。

答　地域的にもコミュニティ施設の空白地域
であり、格好な土地といえる。地元からの要

望もあり、取得に努力していきたい。

問　高齢者の新しい住まいのあり方であるケ
ア付き高齢者優良賃貸住宅の誘致は。

答　熟年者の将来の住宅については、安全で
安心な住宅を提供することは、区としても積

極的に取り組む事業だと考えている。しかし、

民活で行われると地価の低廉な区に集中する

可能性があり、生活保護、介護保険等の課題

が特定の区に発生してしまうことになる。バ

ランスのとれた地域社会を東京 23区で形成

していくことを十分念頭におかなければなら

ない。

問　「希望の家」に隣接している江戸川教職
員住宅の跡地の活用について、障害者福祉施

設として活用すべきと考えるが区長の所見を。

答　東京都と購入することで合意ができてい
る。障害者施設の定員はこれからも増やして

いかなければならない課題になっており、希

望の家と同種の施設として拡大することを考

えている。地元の皆さんに説明しているとこ

ろである。

子どもの命を守りきる行政に。
深刻な保育問題解決を。
日本共産党

間宮　由美

問　命を絶たれる子を二度とつくってはなら
ない、児童虐待をなくすために

①子ども家庭支援センターの一層の充実のた

めに、安心できるスペースの確保、職員の専

門的力量向上のために研修の充実、車の配備、

子どもが声を発せられる仕組みを。②母子手

帳交付の際の父母学級の充実や、乳幼児健診

の受診率 100％を目指すなど、保護者支援

施策の拡充を。

答　①近くに新たな施設ができるよう取り組
んでいる。研修の場を拡大している。タクシー

を活用していく。簡単ではないが十分に研究する。

②親に対する啓発は極めて重要な問題で、地

域をあげての取り組みが必要である。

問　深刻な保育問題を解決し、より良い保育
のために

① 4月 1日現在認可保育園に入れなかった

子は 295 人、待機児解消は公立保育園など

の増設で。②公立保育園の充実のため、9年

間採用していない保育士は直ちに採用を。③

認証保育所の保護者負担軽減を。

答　①保育所を増やしても追いつかない。国
家的視点の中で取り組まないと根本的な解決

にはならない。②民活に矛盾するので保育士

の採用はしない。③認証保育所にも区は助成

をしている。家庭保育と施設保育とのバラン

スを考慮する必要がある。

子どもの命と育ちを
守り抜く区政運営を
民　主　党

滝沢　泰子

問　児童虐待として①役職者留任の狙いは。②重
大事件は必ず検証を。③対策本部設置を。④地区

会議設置を。⑤子どもの声を聞く取り組みを。

答　①反省、奮起して最善の努力をしてもら
う。②できる限り調査し、対応の厚みとした

い。③設置せず、区をあげて対応していく。

④区全体の情報共有が課題になる。⑤難しい

が、全体の雰囲気づくりをしていきたい。

問　発達障がい児への体系的な推進体制を。
答　総合的な立場で様々なセクションが関わ
り、実態を解明し対策を進めていく。

問　庁議を始めとする会議の情報の公開を。
答　政策形成過程などの全貌を明らかにする
ことは難しいが、区民の皆様にわかりやすく

説明し理解いただける努力をしていきたい。

低炭素社会に向けて。保育
の民営化と区立園のあり方。

生活者ネット・無所属クラブ

稲宮　須美

問　「エコタウンえどがわ推進計画」は評価
の難しい「もったいない運動」が 7割を占

めている。①その評価をどうするか。②事業

者への支援策は。③目標達成への区の責任は。

答　①検証し、成果確認に努力する。②適宜、
適切な支援をする。③目標達成に取り組む。

問　①保育園の民営化の効果は。②公私のバ
ランスと役割分担は。③民営化中長期計画の

策定を。④待機児問題が深刻な中、最も多い

1歳児について、区立園では国の面積基準の

倍以上の園が 10園ある。受け入れ拡大を。

答　①小さな政府にし、民が個性と努力でい
いサービスをすること。②基本的に区別はな

く本質的に同じ。③できればやっていくが難

しい問題である。④慎重に実施している。

ノラ猫・捨て猫の去勢
避妊に係る費用の助成を。
自由民主党

中山　たかひと

問　人間のわがままなどで捨てられていく犬
猫が年間 35万頭以上、1日 1000 匹もの犬

猫が殺処分されている。犬のマナーに対して

は行政と地域で取り組んでおり、野良犬は見

かけることがないが、野良猫は存在している。

生まれてきても生き続けることのできない生

命をつくらないために、行政が繁殖制限の道

を示すことが大事と考える。区として、野良

猫・捨て猫の避妊手術費用助成を。

答　猫の問題は非常に困った問題である。葛
西地域で住民同士が話し合ってルールをつく

り素晴らしい結果を出した事例がある。その

中で行政の役割として避妊を求められ、昨年

から区で実施している。このような問題が出

れば、このモデルを参考に、地域で共通のル

ールをつくってもらい、最終的には野良猫を

なくすというところにもっていきたい。行政

が避妊すればいい、捕まえて処分してしまえ

ばいいというだけの問題ではない。

問　西瑞江 3丁目の瑞江火葬場交差点の対
面にある瑞江公園に隣接した都営バス新小

29乙系統の春江町終点を瑞江駅へ延伸する

ことができれば、さらに利便性が高まると考

えるが、区長の所見を。

答　この路線は、採算がとれていないという
ことだが、288 号線の道路整備に伴い近い

将来において系統の変更がありえるので、都

バスと話し合いをしていきたい。

問　新中川瑞穂大橋架け替え工事の進捗状況
は。また、橋の完成を契機に隣接する今井児

童交通公園の再整備の検討を。

答　新しい瑞穂大橋は 22 年度末に完成、
23年度には旧橋を撤去する。今井児童交通

公園については、高台の公園化を検討してい

る。また、全区的に小学生が交通ルールを勉

強する場であるので、現在の場所ではなく交

通の便がいい場所へ持っていきたい。

発達障がい

保育園

待機児解消

捨て猫

保育士の採用
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委員会名 委　員　名
 

総務委員会

（９名）

◎川口　としお 窪田　龍一 田島　すすむ

○川瀬　やすのり 早川　和江 北川　ひろし

　稲宮　須美 セバタ　勇 小泉　としお

生活振興

環境委員会

（９名）

◎春山　なかじ 中山　たかひと 竹内　すすむ 

○福本　みつひろ 藤沢　久美子 すが　精二

　上田　令子 えぞえ　亮一 荒井　てるお

福祉健康

委員会

（９名）

◎うざわ　悦子 木村　ながと 藤澤　進一 

○高木　ひでたか 堀江　そういち 田中　じゅん子 

　小俣　のり子 滝沢　泰子 やぶさき　一郎

文教委員会

（８名）

◎島村　和成 間宮　由美 田中　けん 

○酒井　実 伊藤　てる子 須賀　清次 

　田中　寿一 中道　たかし 

建設委員会

（８名）

◎渡部　正明 新村　井玖子 片山　たけお

○関根　まみ子 田島　てつたろう 片山　とものり

　須田　哲二 中里　省三

議会運営委員会

（１５名）

◎小泉　としお 田島　てつたろう セバタ　勇

○川瀬　やすのり 伊藤　てる子 中里　省三 

　須田　哲二 うざわ　悦子 川口　としお 

　稲宮　須美 福本　みつひろ 北川　ひろし

　堀江　そういち 高木　ひでたか 渡部　正明

行財政改革

特別委員会

（１２名）

◎須田　哲二 中道　たかし 川口　としお 

○田島　てつたろう 竹内　すすむ 北川　ひろし 

　木村　ながと 高木　ひでたか やぶさき　一郎  

　間宮　由美 中里　省三 片山　とものり

街づくり･

防災対策

特別委員会

（１２名）

◎片山　たけお 藤沢　久美子 川瀬　やすのり

○藤澤　進一 滝沢　泰子 荒井　てるお 

　稲宮　須美 早川　和江 酒井　実  

　田中　寿一 セバタ　勇 小泉　としお

熟年者支援

特別委員会

（１２名）

◎田島　すすむ 堀江　そういち 伊藤　てる子

○早川　和江 中山　たかひと 中道　たかし

　上田　令子 間宮　由美 うざわ　悦子  

　新村　井玖子 滝沢　泰子 渡部　正明

子育て・

教育力向上

特別委員会

（１２名）

◎須賀　清次 窪田　龍一 高木　ひでたか

○えぞえ　亮一 堀江　そういち 田中　けん 

　小俣　のり子 関根　まみ子 島村　和成

　新村　井玖子 福本　みつひろ 春山　なかじ

議会選出監査委員 　竹内　すすむ 片山　とものり

議　長　すが　精二 副議長　田中　じゅん子

常
任
委
員
会

◎ 委員長 ○ 副委員長 

特
別
委
員
会

会派別議員一覧会派別議員一覧（平成22年7月10日現在）（平成22年7月10日現在）

区議会自由民主党　直通5662－5111
http://www.edogawa-j.org/

幹 事 長  小泉　としお 3677－2200 篠崎町2－401－7　

副幹事長 渡部　　正明 3653－9346 松島4－20－13　

副幹事長 川口　としお 3675－5994 南葛西6－13－14　

副幹事長 高木ひでたか 5661－4608 一之江3－18－3　

副幹事長 福本みつひろ 3877－0541 東葛西8－7－33

幹　　事 田島てつたろう 3670－2426 春江町2－41－13　

 田中　　寿一 5679－0413 船堀3－1－3　

 中山たかひと 3677－0072 西瑞江3－36－4　

 藤澤　　進一 3658－0783 南小岩6－28－11　

 早川　　和江 5678－0777 松本1－10－6　

 須賀　　清次 3688－7001 東葛西4－27－13　

 すが　　精二 3679－4445 江戸川2－8－1　

 荒井　てるお 3680－3121 東葛西5－19－14　

 島村　　和成 3617－3471 平井5－51－12　

 田島　すすむ 3670－7716 鹿骨4－21－2　

 やぶさき一郎 3678－8213 新堀1－12－7－101　

 片山とものり 3650－0687 東小岩6－25－14　
江戸川区議会公明党　直通5662－5112

http://www.e-komei.com/
団　　長 北川　ひろし 3685－6134 平井1－1－5

幹 事 長  川瀬やすのり 5636－5530 江戸川1－21－23

副幹事長 うざわ　悦子 3686－7461 東葛西6－4－14－501

副幹事長 中道　たかし 5607－0835 大杉1－1－1－703

副幹事長 伊藤　てる子 6903－7742 中葛西5－2－7－309　

副幹事長 堀江そういち 3658－8597 西小岩2－17－1－603　

 窪田　　龍一 3686－1939 中葛西2－26－10－1005

 関根　まみ子 3653－7553 春江町4－18－10－102

 竹内　すすむ 3652－6798 松江3－14－19

 田中じゅん子 3677－4973 上篠崎3－10－11　

 片山　たけお 3657－1775 東小岩3－13－8

 春山　なかじ 3677－1488 鹿骨3－15－14

 酒井　　　実 3688－2535 春江町5－12－12

日本共産党江戸川区議員団　直通5662－5113
http://jcpedogawa.jp/

団　　長 セバタ　　勇 3636－3265 平井2－25－15－504

幹 事 長  須田　　哲二 3677－2616 篠崎町5－14－10－1003

 小俣　のり子 3655－0906 本一色2－19－12

 間宮　　由美 5661－5051 松江7－11－7

 藤沢　久美子 3659－2317 北小岩5－29－5－301

区議会民主党　直通5662－5116

幹 事 長  中里　　省三 3652－8725 東小松川2－11－20

副幹事長 滝沢　　泰子 5609－8111 平井2－24－3　

 えぞえ　亮一 3677－6622 南篠崎町5－12－2－803

生活者ネット・無所属クラブ　直通5662－1993
http://www.net-mushozoku.jp/

幹 事 長  稲宮　　須美 5609－0647 小松川1－5－10－1605

副幹事長 木村　ながと 5675－5690 西葛西1－6－11－202

幹　　事 新村　井玖子 3877－6294 清新町1－1－4－204　
一人の会　直通5662－2739
http://www.t-ken.jp/

 田中　　けん 3248－0888 中央4－25－14

みんなの党江戸川　直通5662－0694
http://www.ueda-reiko.com/

 上田　　令子 3878－9032 船堀2－11－18　

区議会だより編集委員会（◎委員長　○副委員長）

◎　小　泉　としお 須　田　哲　二
○　川　瀬　やすのり 

第 1 回臨時第 1 回臨時会会
　平成22年第1回臨時会が5月20日に開かれました。
　この議会では、常任委員会委員の改選及び議会運営委員会委員
の改選を行うとともに、辞任による特別委員会委員の選任も行わ
れました。また、この議会では区長から2件の専決処分の報告が
あり、これを承認するとともに、議員選出の監査委員（1名辞任）
の選任に同意しました。新監査委員に片山知紀議員が就任しました。

区長から出された議案
○同意
　・　・江戸川区監査委員の選任同意
○報告
　・　・専決処分した事件の報告及び承認
 江戸川区特別区税条例の一部を改正する条例
 江戸川区国民健康保険条例の一部を改正する条例


